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近年、小マゼラン雲 (SMC)においてX線パルサーの発見が相次いでいる。これまで知られていたパルサーが
わずか 3個なのに対し、この 1年で発見された数は実に 11個に及ぶ。このうちX線衛星「あすか」は、単独で 5
つ、XTEと共同で 2つのパルサーを発見しており、この「パルサーラッシュ」に多大なる貢献をしている。前回
の学会では、横川がパルサーラッシュの総括的な話を行なったが、今回は、あすかが 1997年 11月 13日に SMC
南部を観測した際に発見された 3個のパルサーの個々の解析の紹介を行なう。各々の特徴を以下に述べる。

• AXJ0051-733
周期 323.2sec。Opticalによる観測から Be star binaryと同定されているので、確実に High Mass X-ray
Binary Pulsar(HMXBP)であろう。Hardなスペクトル (Γ ∼0.60)、激しい flux変動といった特徴も確認さ
れている。

• AXJ0049-729
周期 74.68sec。Hardな非熱的スペクトル (Γ ∼1.00)を持つことと、以前の観測と比較すると激しく flux変
動していることから、Binary Pulsarだと考えられる。

• AXJ0049-732
周期 9.1321sec。スペクトルは hard(Γ ∼ 0.86)だが、flux変動は確認されていない。


